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１．2020年度の業績
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１－１．連結業績（損益計算書）
2019年度 2020年度 2020年度 前期比 公表比

億円　 実績① 公表予想② 実績③ ③ー① ③ー②

売 上 高 31,070 28,700 29,186 △1,884 ＋486

営 業 利 益 1,272 1,000 1,139 △133 ＋139

営 業 外 損 益 33 △30 1 △31 ＋31

経 常 利 益 1,305 970 1,141 △164 ＋171

投 資 有 価 証 券 売 却 益 98 168 ＋69
退 職 給 付 信 託 返 還 益 26 - △26
負 の の れ ん 発 生 益 104 - △104
固 定 資 産 除 却 損 △29 △30 △1
減 損 損 失 △76 △92 △16
事 業 構 造 改 善 費 用 △31 △83 △52
段 階 取 得 に 係 る 差 損 △66 - ＋66

税 前 当 期 純 利 益 1,332 1,103 △229

△605 △540 ＋65

727 350 563 △164 ＋213親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益

税・非支配株主に帰属する
当 期 純 利 益


実績２

		

						2008年度 ネンド				2019年度				2020年度				2020年度				前期比 ゼンキヒキヒ				公表比

		億円　 オクエン				実　　績 ジツツムギ				実績① ジツツムギ				公表予想② コウヒョウヨソウ				実績③ ジツツムギ				③ー①				③ー②

		売上高 ウリアゲダカ				21,220				31,070				28,700				29,186				△1,884				＋486

		営業利益 エイギョウリエキ				235				1,272				1,000				1,139				△133				＋139

		営業外損益 エイギョウガイソンエキ								33				△30				1				△31				＋31

		　　その他営業外 タエイギョウガイ																				＋0				＋0

		経常利益 ケイジョウリエキ				378				1,305				970				1,141				△164				＋171

		投資有価証券売却益								98								168				＋69

		退職給付信託返還益								26								-				△26

		負ののれん発生益 フハッセイエキ								104								-				△104

		固定資産除却損 コテイシサンジョキャクソン								△29								△30				△1

		減損損失 ゲンソンソンシツ								△76								△92				△16

		事業構造改善費用 ジギョウコウゾウカイゼンヒヨウ								△31								△83				△52

		段階取得に係る差損 ダンカイシュトクカカサソン								△66								-				＋66

		税前当期純利益 ゼイマエトウキジュンリエキ								1,332								1,103				△229

										△605								△540				＋65

						172				727				350				563				△164				＋213

		ＲＯＡ				1.6%																-				-

		ＲＯＥ				1.9%																＋0.0%				＋0.0%

		　※ＲＯＡ=営業利益／期中平均使用資本 エイギョウリエキキチュウヘイキンシヨウシホン



&R&8&Z&F

※

親会社株主に帰属する
当期純利益

税・非支配株主に帰属する
当期純利益



予想２

						2004年度 ネンド				2005年度 ネンド				2006年度 ネンド				04-05年 ネン				05-06年 ネン

		（単位：億円） タンイオクエン				実　　績 ジツツムギ				実　　績 ジツツムギ				予想 ヨソウ				増減率 ゾウゲンリツ				増減率 ゾウゲンリツ

		売上高 ウリアゲダカ				17,402				20,071				21,000				＋15%				＋5%

		営業利益 エイギョウリエキ				814				1,055				1,150				＋30%				＋9%

		経常利益 ケイジョウリエキ				925				1,132				1,250				＋22%				＋10%

		当期純利益 トウキジュンリエキ				365				583				620				＋60%				＋6%

		設備投資額 セツビトウシガク				1,021				1,218				1,280				＋19%				＋5%

		減価償却費 ゲンカショウキャクヒ				800				872				950				＋9%				＋9%

		研究開発費 ケンキュウカイハツヒ				565				644				660				＋14%				＋2%

		ＲＯＡ				6.6%				7.9%								＋1.3%				▲7.9%

		ＲＯＥ				5.4%				7.8%								＋2.4%				▲7.8%

		　※ＲＯＡ=営業利益／期中平均使用資本 エイギョウリエキキチュウヘイキンシヨウシホン



&R&8&Z&F

※
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売上高
(億円)

営業利益
(億円)

売上高 営業利益

（営業利益率）

18年度
上期 下期

19年度
上期 下期

20年度
上期 下期

（△0.9％）（3.0％） （5.1％）（6.2％）（4.2％） （7.5％）

１－２．売上高・営業利益の推移
20年度上期はCOVID-19の影響で売上が大幅に減少し赤字となったが、下期は一転、
自動車生産回復などへの生産・出荷対応策やコスト削減効果が奏功して過去最高の
売上・利益を計上。



6/20

(％)は営業利益率

価格低下・品種構成

コスト低減

数量増加
1,272
億円

(4.1%）

銅・資材

2019年度
実績

2020年度
実績

△441

+452
△51

研究・償却費他
+59

1,139
億円

(3.9%）

+417

COVID-19影響
△500億円

物流コスト
△69

１－３．営業利益の増減益要因（前期比）
上期を中心としたCOVID-19影響や価格低下に加え、下期には物流コスト増加や銅・資材価格
高騰の影響があったが、コスト低減と数量増加で最大限カバーし、減益幅を△133億円に止めた。

為替レート(平均レート)
2019 2020

米ﾄﾞﾙ 108.70 106.10
ﾕｰﾛ 120.81 123.76
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年間で自動車・環境エネルギー・産業素材他は前期比減益となったが、
情報通信とエレクトロニクスは増益を確保。下期は全セグメントが増益。

１－４．セグメント別売上高・営業利益（前期比）

億円　 売上高
営業
利益

売上高
営業
利益

売上高
営業
利益

売上高
営業
利益

売上高
営業
利益

売上高
営業
利益

自動車 8,384 450 16,836 682 9,402 757 16,020 482 ＋1,018 ＋307 △816 △200

情報通信 1,191 116 2,174 178 1,174 116 2,246 243 △16 ＋1 ＋72 ＋65

エレクトロニクス 1,361 15 2,522 5 1,379 82 2,526 100 ＋18 ＋67 ＋4 ＋95

環境エネルギー 3,715 182 7,125 271 3,679 204 6,342 250 △35 ＋22 △784 △21

産業素材他 1,634 49 3,314 134 1,674 99 3,025 67 ＋40 ＋50 △288 △68

合　　　計 15,833 812 31,070 1,272 16,793 1,253 29,186 1,139 ＋960 ＋441 △1,884 △133

※　各セグメントを足し合わせた数値と、合計欄の金額の差は連結消去

年間年間下期

2019年度　実績

下期

2020年度　実績 増減

年間下期


需要分野別

		

						2019年度　実績 ジッセキ														2020年度　実績 ジッセキ												増減 ゾウゲン

						下期 シモキ								年間						下期 シモキ						年間						下期 シモキ								年間

		億円　				売上高 ウリアゲダカ		営業
利益						売上高 ウリアゲダカ		営業
利益				売上高 ウリアゲダカ		営業
利益				売上高 ウリアゲダカ		営業
利益				売上高 ウリアゲダカ		営業
利益						売上高 ウリアゲダカ		営業
利益

		自動車 ジドウシャ				8,384		450						16,836		682				9,402		757				16,020		482				＋1,018		＋307						△816		△200

		情報通信 ジョウホウツウシン				1,191		116						2,174		178				1,174		116				2,246		243				△16		＋1						＋72		＋65

		エレクトロニクス				1,361		15						2,522		5				1,379		82				2,526		100				＋18		＋67						＋4		＋95

		環境エネルギー				3,715		182						7,125		271				3,679		204				6,342		250				△35		＋22						△784		△21

		産業素材他 サンギョウソザイホカ				1,634		49						3,314		134				1,674		99				3,025		67				＋40		＋50						△288		△68

		消去 ショウキョ				△700		0																								△700		0

		合　　　計 アケイ				15,833		812						31,070		1,272				16,793		1,253				29,186		1,139				＋960		＋441						△1,884		△133

		※　各セグメントを足し合わせた数値と、合計欄の金額の差は連結消去 レンケツ
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グループが一丸となりコスト削減対策や生産・出荷の確保に努めた結果、
全セグメントにて増収増益を確保。

１－４．セグメント別売上高・営業利益（公表比）

億円　 売上高
営業
利益

売上高
営業
利益

売上高
営業
利益

売上高
営業
利益

売上高
営業
利益

自動車 9,252 715 15,870 440 9,402 757 16,020 482 ＋150 ＋42

情報通信 1,129 93 2,200 220 1,174 116 2,246 243 ＋46 ＋23

エレクトロニクス 1,252 51 2,400 70 1,379 82 2,526 100 ＋126 ＋30

環境エネルギー 3,637 174 6,300 220 3,679 204 6,342 250 ＋42 ＋30

産業素材他 1,579 83 2,930 50 1,674 99 3,025 67 ＋95 ＋17

合　　　計 16,307 1,114 28,700 1,000 16,793 1,253 29,186 1,139 ＋486 ＋139

※　各セグメントを足し合わせた数値と、合計欄の金額の差は連結消去

年間年間下期

2020年度　公表予想 2020年度　実績

下期

増減

下期


需要分野別

		

						2020年度　公表予想 コウヒョウヨソウ														2020年度　実績 ジッセキ												増減 ゾウゲン

						下期 シモキ								年間						下期 シモキ						年間						下期 シモキ								下期 シモキ

		億円　				売上高 ウリアゲダカ		営業
利益						売上高 ウリアゲダカ		営業
利益				売上高 ウリアゲダカ		営業
利益				売上高 ウリアゲダカ		営業
利益				売上高 ウリアゲダカ		営業
利益						売上高 ウリアゲダカ		営業
利益

		自動車 ジドウシャ				9,252		715						15,870		440				9,402		757				16,020		482				＋150		＋42						＋150		＋42

		情報通信 ジョウホウツウシン				1,129		93						2,200		220				1,174		116				2,246		243				＋45		＋23						＋46		＋23

		エレクトロニクス				1,252		51						2,400		70				1,379		82				2,526		100				＋127		＋31						＋126		＋30

		環境エネルギー				3,637		174						6,300		220				3,679		204				6,342		250				＋42		＋30						＋42		＋30

		産業素材他 サンギョウソザイホカ				1,579		83						2,930		50				1,674		99				3,025		67				＋95		＋16						＋95		＋17

		消去 ショウキョ				△700		0																								△700		0

		合　　　計 アケイ				16,307		1,114						28,700		1,000				16,793		1,253				29,186		1,139				＋486		＋139						＋486		＋139

		※　各セグメントを足し合わせた数値と、合計欄の金額の差は連結消去 レンケツ
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2019年3月末 2020年3月末 2021年3月末 前期末比
億円　 実績 実績① 実績② 増減②ー①

流 動 資 産 15,136 15,754 17,294 ＋1,540
固 定 資 産 15,396 15,249 16,525 ＋1,277

流 動 負 債 8,808 9,153 10,081 ＋927
固 定 負 債 3,962 4,183 4,813 ＋631
（ 有 利 子 負 債 ） (5,407 ) (6,363 ) (6,851 ) ＋488

株 主 資 本 14,661 15,015 15,316 ＋302
そ の 他 の 包 括 利 益 累 計額 848 169 972 ＋803
非 支 配 株 主 持 分 2,254 2,482 2,637 ＋155

総 資 産 30,533 31,003 33,819 ＋2,817
　　

自 己 資 本 比 率 50.8% 49.0% 48.2% △0.8%
Ｄ ／ Ｅ レ シ オ 0.35 0.42 0.42 0

2018年度
実績

2019年度
実績①

2020年度
実績②

前期比
増減②ー①

※投下資産営業利益率（ＲＯＩＣ） 7.3% 5.4% 4.6% △0.8%
自己資本当期純利益率（ＲＯ Ｅ） 7.6% 4.7% 3.6% △1.1%

※投下資産営業利益率（ＲOＩＣ）＝ 営業利益
総資産－無利子負債

１－５．連結貸借対照表


実績２

		

						2008年度 ネンド				10年3月末 ネンガツマツ				2019年3月末				2020年3月末				2021年3月末				前期末比 ゼンキマツヒ

		億円　 オクエン				実　　績 ジツツムギ				実績 ジッセキ				実績 ジッセキ				実績① ジッセキ				実績② ジッセキ				増減②ー① ゾウゲン

		流動資産 リュウドウシサン				21,220				9,599				15,136				15,754				17,294				＋1,540

		固定資産 コテイシサン				235				9,800				15,396				15,249				16,525				＋1,277

		流動負債 リュウドウフサイ								5,579				8,808				9,153				10,081				＋927

		　　その他営業外 タエイギョウガイ								14

		固定負債 コテイフサイ				378				3,175				3,962				4,183				4,813				＋631

		　　減損損失 ゲンソンソンシツ								△113

		　　災害損失 サイガイソンシツ								△88

		　　その他特別損益 タトクベツソンエキ								48

		（有利子負債） ユウリシフサイ				172				3,556				(5,407 )		5110		(6,363 )				(6,851 )		5110		＋488

		（ﾈｯﾄ有利子負債） ユウリシフサイ				172				1,800

		株主資本 カブヌシシホン				1.6%				9,076				14,661				15,015				15,316				＋302

		その他の包括利益累計額 タホウカツリエキルイケイガク				1.9%				△35				848				169				972				＋803

		非支配株主持分 ヒシハイカブヌシモチブン				1.9%				1,604				2,254				2,482				2,637				＋155

		総資産 ソウシサン				1.9%				19,399				30,533				31,003				33,819				＋2,817

		　　

		自己資本比率 ジコシホンヒリツ								46.6%				50.8%				49.0%				48.2%				△0.8%

		Ｄ／Ｅレシオ								0.39				0.35				0.42				0.42				0

														2018年度
実績 ネンドジッセキ				2019年度
実績① ネンドジッセキ				2020年度
実績② ネンドジッセキ				前期比
増減②ー① マエキヒゾウゲン

		※投下資産営業利益率（ＲＯＩＣ） トウカシサンエイギョウリエキリツ												7.3%				5.4%				4.6%				△0.8%

		自己資本当期純利益率（ＲＯＥ） ジコシホントウキジュンリエキリツ												7.6%				4.7%				3.6%				△1.1%



&R&8&Z&F



予想２

						2004年度 ネンド				2005年度 ネンド				2006年度 ネンド				04-05年 ネン				05-06年 ネン

		（単位：億円） タンイオクエン				実　　績 ジツツムギ				実　　績 ジツツムギ				予想 ヨソウ				増減率 ゾウゲンリツ				増減率 ゾウゲンリツ

		売上高 ウリアゲダカ				17,402				20,071				21,000				＋15%				＋5%

		営業利益 エイギョウリエキ				814				1,055				1,150				＋30%				＋9%

		経常利益 ケイジョウリエキ				925				1,132				1,250				＋22%				＋10%

		当期純利益 トウキジュンリエキ				365				583				620				＋60%				＋6%

		設備投資額 セツビトウシガク				1,021				1,218				1,280				＋19%				＋5%

		減価償却費 ゲンカショウキャクヒ				800				872				950				＋9%				＋9%

		研究開発費 ケンキュウカイハツヒ				565				644				660				＋14%				＋2%

		ＲＯＡ				6.6%				7.9%								＋1.3%				▲7.9%

		ＲＯＥ				5.4%				7.8%								＋2.4%				▲7.8%

		　※ＲＯＡ=営業利益／期中平均使用資本 エイギョウリエキキチュウヘイキンシヨウシホン



&R&8&Z&F

※
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+411

 需要回復が顕著な自動車分野で、受注量増加に生産・コスト面で確実に対応

 ５G通信、データセンター、電動車両（EV・ハイブリッド車）、再生可能
エネルギーなど、市場伸長が見込まれる領域で事業拡大

 コロナ対策で取り組んだ経費削減・投資圧縮・働き方改革は継続

 収益力回復とともに、資本効率改善にも注力する

20年度下期を業績を本来の水準へ戻す重要な半期と位置付け
グループの総力を結集してこれまでの取組みの成果を刈り取り

22V達成に向けた足掛かりとする

20年度下期取組み方針（昨年11月説明会資料）

 資材価格高騰、物流混雑などの押し下げ要因はあったが、急速なカーメー
カーの挽回生産に生産・コスト面で最大限対応するとともに、課題であっ
たエレクトロニクスの採算改善も実現し、下半期として過去最高の売上・
利益を計上。

 経費削減・投資圧縮を継続して、損益分岐点が大きく改善。
 但し、資本効率（ＲＯＩＣ）については更なる改善が必要。

１－６．2020年度の振り返り
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２．2021年度の見通し
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2020年度 前期比

億円
実　　績 上期

予想
下期
予想

年間
予想

増減

売 上 高 29,186 16,000 17,500 33,500 +4,314

営 業 利 益 1,139 600 1,150 1,750 +611

営 業 外 損 益 1 30 100 130 +129

経 常 利 益 1,141 630 1,250 1,880 +739

特 別 損 益  △37

税 前 当 期 純 利 益 1,103

△540

563 330 770 1,100 +537

2021年度

税・非支配株主に帰属する
当 期 純 利 益
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益

2021年度予想
[為替前提］
105円/米ﾄﾞﾙ
125円/ﾕｰﾛ

［銅価格前提］
950千円/t

２－１．連結業績予想（損益計算書）


実績２

						2020年度				2021年度								前期比

		億円　 オクエン				実　　績 ジツツムギ				上期
予想 ヨソウ		下期
予想 シモキヨソウ		年間
予想 ネンカンヨソウ				増減 ゾウゲン

		売上高				29,186				16,000		17,500		33,500				+4,314

		営業利益				1,139				600		1,150		1,750				+611

		営業外損益 エイギョウガイソンエキ				1				30		100		130				+129

		経常利益				1,141				630		1,250		1,880				+739

		投資有価証券売却益 トウシユウカショウケンバイキャクエキ

		固定資産除却損 コテイシサンジョキャクソン

		減損損失 ゲンソンソンシツ

		海外工事事事故関連損失 カイガイコウジコトジコカンレンソンシツ

		事業構造改善費用 ジギョウコウゾウカイゼンヒヨウ

		和解金 ワカイキン

		特別損益				△37

		税前当期純利益				1,103

						△540

						563				330		770		1,100				+537

		営業利益率 エイギョウリエキリツ												5.4%				＋5.4%

		※投下資産営業利益率				7.3%		6.8%						7.1%				▲0.2%

		自己資本当期純利益率				7.6%								7.5%				▲0.1%



&R&8&Z&F

（　Ｒ　Ｏ　Ｅ　）

（　Ｒ　Ｏ　Ｉ　Ｃ　）

税・非支配株主に帰属する
当期純利益

親会社株主に帰属する
当期純利益



予想２

						2004年度 ネンド				2005年度 ネンド				2006年度 ネンド				04-05年 ネン				05-06年 ネン

		（単位：億円） タンイオクエン				実　　績 ジツツムギ				実　　績 ジツツムギ				予想 ヨソウ				増減率 ゾウゲンリツ				増減率 ゾウゲンリツ

		売上高 ウリアゲダカ				17,402				20,071				21,000				＋15%				＋5%

		営業利益 エイギョウリエキ				814				1,055				1,150				＋30%				＋9%

		経常利益 ケイジョウリエキ				925				1,132				1,250				＋22%				＋10%

		当期純利益 トウキジュンリエキ				365				583				620				＋60%				＋6%

		設備投資額 セツビトウシガク				1,021				1,218				1,280				＋19%				＋5%

		減価償却費 ゲンカショウキャクヒ				800				872				950				＋9%				＋9%

		研究開発費 ケンキュウカイハツヒ				565				644				660				＋14%				＋2%

		ＲＯＡ				6.6%				7.9%								＋1.3%				▲7.9%

		ＲＯＥ				5.4%				7.8%								＋2.4%				▲7.8%

		　※ＲＯＡ=営業利益／期中平均使用資本 エイギョウリエキキチュウヘイキンシヨウシホン



&R&8&Z&F

※
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２－2．売上高・営業利益の推移
2021年度は、COVID-19影響により落ち込んだ前年から需要が回復し、
体質の維持・向上にも努めることで、売上高・営業利益は過去最高を更新する計画。
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(％)は営業利益率

△436

2020年度
実績

1,750
億円

(5.2%）

2021年度
予想

△453

1,139
億円

(3.9%）

価格低下・品種構成 銅・資材
△107

△87
償却・研究費他

数量増加
+292

+287
コスト低減

COVID-19影響
+700億円

物流コスト
△21

２－3．営業利益の増減益要因（前期比）
価格低下に加え、償却費・研究開発費の増加、物流コスト増加、銅・資材価格高騰が減益要因
として見込まれるが、前期のCOVID-19影響からの回復と伸長分野での拡販、コスト低減に
より、611億円の増益を目指す。

為替レート(平均レート)
2020 2021P

米ﾄﾞﾙ 106.10 105
ﾕｰﾛ 123.76 125
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億円　 売上高
営業
利益

売上高
営業
利益

売上高
営業
利益

売上高
営業
利益

売上高
営業
利益

自動車 16,020 482 9,000 330 9,700 650 18,700 980 +2,680 +498

情報通信 2,246 243 1,100 40 1,200 120 2,300 160 +54 △83

エレクトロニクス 2,526 100 1,300 80 1,300 50 2,600 130 +74 +30

環境エネルギー 6,342 250 3,600 70 4,300 200 7,900 270 +1,558 +20

産業素材他 3,025 67 1,500 80 1,600 130 3,100 210 +75 +143

合　　　計 29,186 1,139 16,000 600 17,500 1,150 33,500 1,750 +4,314 +611

年間予想 ②実績①

2020年度

②－①下期予想
前期比

上期予想

2021年度

自動車・エレクトロニクス・環境エネルギー・産業素材他は増収増益を予想。
情報通信はGaNデバイスの数量減や品種構成悪化により減益予想。

２－４．セグメント別売上高・営業利益（前期比）


需要分野別

		

						2020年度 ネンド								2021年度 ネンド																		前期比 ゼンキヒ

								実績① ジッセキ						上期予想 カミキヨソウ						下期予想 シモキヨソウ						年間予想 ②						②－①

		億円　						売上高 ウリアゲダカ		営業
利益				売上高 ウリアゲダカ		営業
利益				売上高 ウリアゲダカ		営業
利益				売上高 ウリアゲダカ		営業
利益				売上高 ウリアゲダカ		営業
利益

		自動車 ジドウシャ						16,020		482				9,000		330				9,700		650				18,700		980				+2,680		+498				0		0

		情報通信 ジョウホウツウシン						2,246		243				1,100		40				1,200		120				2,300		160				+54		△83				0		0

		エレクトロニクス						2,526		100				1,300		80				1,300		50				2,600		130				+74		+30

		環境エネルギー						6,342		250				3,600		70				4,300		200				7,900		270				+1,558		+20				0		0

		産業素材他 サンギョウソザイホカ						3,025		67				1,500		80				1,600		130				3,100		210				+75		+143				0		0

		消去 ショウキョ																								0		0				+0		+0				0		0

		合　　　計 アケイ						29,186		1,139				16,000		600				17,500		1,150				33,500		1,750				+4,314		+611				0		0

		※　各セグメントを足し合わせた数値と、合計欄の金額の差はセグメント間消去 カン

		チェック　　消去 ショウキョ						-775		0				-400		0				-700		0				-1100		0

		連結合計 レンケツゴウケイ						29,384		1,142		0		16,100		600		0		17,400		1,150		0		33,500		1,750		0		4,441		608
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２－５．2021年度の主な取り組み
事業環境と方針
 足元は、半導体不足、物流混雑の解消時期に不透明感はあるが、自動車生産の回復、データ

センターや再エネ関連投資の増加などが追い風となっている。
 GaNデバイスは、中国キャリアの方針変更で一旦21年度は高採算品が減少するが、脱炭素

化へ高効率(低消費電力)なGaN製品の採用が加速し、22年度は再び成長軌道に戻る。
 当社としては、車載新製品、再エネ、データセンターなど成長が見込まれる新市場・新製品

への取り組みを加速。加えて、コスト・品質・納期面での一層の競争力強化に取り組む。
 コロナ禍でスリム化した事業体質を維持するとともに、資本効率改善の取り組みを一層強化。

 次世代自動車ＣＡＳＥの新製品創出、ワイヤーハーネスのコスト競争力強化
 住友理工の拠点統合・集約やコスト削減による収益力回復

情報通信

ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

環境ｴﾈﾙｷﾞｰ

産業素材

自動車

 伝送デバイス事業の成長に向けた取組（中国系以外への拡販、新製品開発）
 データセンターへの差別化製品投入、高機能ファイバの拡販
 ＦＰＣ事業の構造改革完遂、新製品／新市場開拓
 車載用電線・ＥＶ電池端子用リード線（タブリード）の拡販
 海外大型電力ケーブルＰＪ・国内更新需要の捕捉とＰＪマネジメント力強化
 住友電設・日新電機との連携による再生可能エネルギー市場の売上拡大
 電動車向けモータ用平角巻線の能力増強と拡販
 超硬工具のグローバルな拡販と電動車・航空機などの新規市場開拓
 焼結部品・ＰＣ鋼材・ばね用鋼線のコスト・生産体制の強化

セグメント別取組
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２－６．地域別・セグメント別設備投資
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2021年度の研究開発費は年間で1,200億円の計画。

２－7．セグメント別研究開発費
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2021年度の年間配当金は1株あたり50円と過去最高の配当を予定。
２－８．配当について
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将来情報についての注意事項



https://sei.co.jp/
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